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原稿は，A４サイズ（１ページ２段組，横書き，上余白25mm，下余白30mm，左右余白20mm）です．書式フォーマットを添付しましたのでご確認下さい．文書はMicrosoft Word 2000-2010の形式で作成してください．Macintosh の場合は Microsft Word 97-2011の形式で作成してください．
[bookmark: _GoBack]２ページで作成し，１ページには題名・執筆者名・所属を記載してください．題名は14ポイント，執筆者・所属・キーワードは10. 5ポイント，字体はMS明朝体を使用してください．文章の接続は　，（カンマ）　．（ピリオド）で統一してください．
キーワードを３つ記入してください．キーワード間は「・」を入れてください．
本文は11行目から書き始め，文字の大きさは９ポイント，字体はMS明朝体，見出し語は９ポイントMSゴシック体を使用してください．
写真・図表などを掲載する場合は，各自で挿入してください．写真・図表には通し番号と表題を付けてください．大会誌は電子化（CD-R）となります．そのため，挿入される写真・図表はカラーでの掲載が可能となります． 
文献は引用順に配列し，文末に記載してください．雑誌の場合は著者氏名・書名・編集者名・発行所名・年次・頁を記載してください．引用文献の著者名が２名以上の場合は最初の1名を書き，他は ・他，または et al. としてください．文献の文字の大きさは８ポイントとしてください1，2)． 
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図1　総人口に対する高齢者の割合
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